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令和６年度一般会計歳出決算額
50億4,772万円
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決算審査特別委員会：議会が行政の決算をチェック

令和 6年度決算
全議員で構成する「決算審査特別委員会」により、９月４日から６日間にわたり、令和６年度の
事業や成果・決算について精査・確認し、特別委員会からの意見を付して認定した。

委員長　桑原　猛　　副委員長　大川良樹
委員　　正木誠司、北島正男、渡邊昌昭、遠藤嘉規、上村和正、渡邉　弘、稲葉　静、宮崎啓次

令和６年度の主要な施策・成果

●非課税世帯・低所得世帯に対する支援

●定額減税で減税しきれない納税者への支援

物価高騰対応重点支援地方創生臨時給付金補助金　2,954万円
新たな住民税非課税世帯等臨時特別給付金　　　　1,495万円

定額減税補足調整給付金　　　　　　　　　　　　5,119万円

決算審査特別委員会・メンバー構成

●保健福祉防災センター

高齢者や障害者の皆さん
が買い物や出かけるため
に、タクシーによる支援
を実施

長寿命化改修工事�　1億 3,613万円
改修工事（土足化等）� 　1,059万円

●エネルギーや食料品の物価高騰に対する
　プレミアム商品券・工事券の発行

●子育て支援センター
　　　　駐車場整備工事

商品券　3,112万円
工事券　　870万円

　6,344万円

●お出かけ支援タクシー実証実験
　　　　  348万円

認定
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●老朽化が著しい七滝駐車場のトイレを移転改修
公衆トイレ整備工事

6,846万円
旧公衆トイレ解体・外構工事

752万円

整備改修工事
3,465万円

防災拠点施設新設工事
1 億9,781万円

改修整備工事
798万円

ゴミ処理費
1 億9,011万円

（河津町負担率：35.9％）
し尿処理費

4,873万円
（河津町負担率：42.0％）

●老朽化した学校給食センターの
　炊飯設備等を改修

●小石等が露出して危険な河津小学校の
　グラウンドを改修

●見高地区の防災拠点として新設
　消防第１分団器具蔵置場を併設

● 1 年間でこれだけ掛かってます。

●同報無線デジタル化
　整備工事

●農作物の被害軽減のため
有害鳥獣害
対策費
538万円

花卉園駐車場整備工事
2,923万円

●保護者の負担軽減のため

●�桜まつりの臨時駐車場と
しても活用しています。

伊豆急行線定期
の1/2相当額を
補助

1,000円→ 2,000円
に補助額アップ

18歳以下のこどもの
医療費を全額補助

学校給食費補助
1,067万円

高校生の電車通学補助
502万円

医療費扶助費
2,087万円

（東河環境センター負担金）

（令和６年度工事分）
1 億9,014万円
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●河津町特別会計歳出決算額（抜粋）

●桜まつり期間延長により

・河津町国民健康保険特別会計
8億9,291万円

・河津町介護保険特別会計
9億4,900万円

・河津町後期高齢者医療特別会計
1億3,946万円

ふるさと納税寄附金 1億5,455万円
＊前年比：2,142万円 増

企業版ふるさと納税寄附金 470万円

☆一般会計の歳入・歳出について
町税の内訳

・町民税　　　2億8,840万円
・固定資産税　5億6,101万円
・軽自動車税　　　2,760万円
・町たばこ税　　　5,853万円
・入湯税　　　　　2,075万円　
　合計　　　　 9 億5,629万円

町税以外の歳入
・地方譲与税　・法人事業税交付金
・地方交付税　・地方消費税交付金
・国庫支出金　・県支出金
・その他各種交付金、分担金、負担金など

一般会計歳入合計　　　52億8,409万円

一般会計歳出合計　　　50億4,772万円
　
「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に
よる４つの健全化判断比率を見ると、河津町は
健全な財政運営がされている自治体であると判
断できる。

令和６年度  決算審査特別委員会　付帯意見
１. �地域資源を磨き上げ、いつ来ても魅力ある観光の町となるよう推進されたい。
２. �鳥獣被害、景観の面からも、耕作放棄地の新しい管理手法を構築し改善されたい。

行政事務包括業務委託　　1億1,953万円
委託事業者：㈱共立ソリューションズ
・マイクロバス、町営バス、町バスの車両管理と運行
・学校給食センター管理運営と配達　・回覧板の配達　
・文化の家図書館管理運営　　　　　・不法投棄監視と回収
・放課後児童クラブ管理運営　　　　・介護保険事業支援
・踊り子温泉会館管理運営　　　　　・花卉園管理運営

河津桜まつり
運営補助金

1,250万円

国や地方公共団体において、特定の事業
や資金の運用状況を明確にするために、
一般会計とは別に設けられた会計

特別会計とは？

「町民のみなさんが収めた保険料と国や県
からの負担金で運営されています。」



・�

幼
稚
園
、
小
中
学
校
園
児

児
童
生
徒
給
食
費
負
担
金　
　
　

５
９
４
万
円

・��

地
区
か
ら
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
設
置
要
望
に
伴
う
原

材
料
費

 �

62
万
１
千
円

・�

障
害
者
自
立
支
援
給
付
シ

ス
テ
ム
改
修　

�

44
万
円

・
補
装
具
な
ど
給
付
費

　
１
５
０
万
円

・�

簡
易
水
道
組
合
補
助
金（
上

佐
ケ
野
）�

３
５
２
万
円

・�

地
域
活
性
化
起
業
人
（
農

業
）
負
担
金�

２
９
５
万
円

　
　
　

・�
希
少
特
産
物
保
護
推
進
補

助
（
ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
）　

50
万
円

（ 5 ）

河津町議会だより 第107号 令和 7 年10月15日

令和7年第３回町議会定例会（抜粋）
　令和７年第３回の定例会は、9月 3日～ 12日の 10日間の日程で開催され、報告事項 2件、
条例案件 3件、補正予算 3件、令和 6年度決算案件 8件の 16議案の審議を行い、可決・認定した。
尚、会計ごとの決算認定は、議員全員による「決算審査特別委員会」に付託され、付帯意見を
付して認定した。

●
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

　

河
津
町
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財
政
健
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判
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財
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と
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受
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。
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。
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上
うえ

 村
むら

 和
かず

 正
まさ

 議員

質
問　
水
道
料
金
改
定
の
必

要
性
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
配
管
、
配

水
池
な
ど
多
く
の
施
設
整
備

を
行
い
安
定
供
給
に
努
め
て

き
た
。
し
か
し
設
備
も
老
朽

化
が
進
み
更
新
時
期
を
む
か

え
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と

な
る
。
財
政
面
で
は
、
人
口

減
少
に
よ
る
需
要
、
収
益
の

減
少
が
あ
り
、
２
０
５
０
年

の
町
の
人
口
は
４
２
４
４
人

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
令
和

４
年
に
値
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
今
後
も
改
善
計
画

の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

水
道
温
泉
課
長　
　
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
等
の
見
直
し
を
、
委

託
業
務
を
発
注
し
つ
つ
水
道

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
料
金

改
定
の
必
要
性
を
協
議
い
た

だ
き
、情
報
発
信
し
て
い
く
。

質
問　
水
道
事
業
の
在
り
方

は
。

町
長　
事
務
の
改
善
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
更

新
や
維
持
管
理
な
ど
将
来
に

つ
い
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

現在の水道ビジョンと経営戦略

水
道
事
業
の
料
金
改
定
は

見
直
し
た
計
画
に
よ
り
検
討
し
た
い

基
金
の
運
用
に
よ
る
利
回
り
向
上
は

適
切
な
運
用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う

質
問　
基
金
の
現
状
及
び
利

子
収
入
は
。

会
計
管
理
者　
令
和
６
年
度

末
に
お
け
る
基
金
の
う
ち
預

金
と
し
て
保
管
し
て
い
る
も

の
は
合
計
で
22
億
１
６
６
９

万
円
。
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
の

定
期
預
金
で
保
管
し
て
い
る
。

利
子
収
入
は
全
体
で
２
万
８

０
８
８
円
、
利
率
は
０
・
０

０
２
％
。
定
期
預
金
利
率
の

上
昇
に
伴
い
、
よ
り
有
利
な

利
率
を
適
用
さ
せ
る
た
め
一

部
預
け
替
え
を
行
っ
た
。

質
問　
基
金
を
余
剰
資
金
で

は
な
く
、
戦
略
的
な
財
源
と

し
て
位
置
付
け
る
考
え
は
。

町
長　
財
産
の
運
用
は
、
地

方
自
治
法
に
よ
り
、
確
実
か

つ
効
率
的
に
運
用
し
、
安
全

性
を
確
保
す
る
条
項
が
あ

り
、
そ
れ
に
従
い
運
用
し
て

い
る
。
利
回
り
向
上
に
つ
い

て
も
安
全
性
を
確
保
し
た
上

で
運
用
で
き
る
か
、
リ
ス
ク

を
考
え
て
い
く
中
で
適
切
な

運
用
が
ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
か
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

他　
災
害
協
力
井
戸
制
度
の

導
入
検
討
に
つ
い
て

普
通
財
産
の
有
効
活
用
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

�

２
件
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

７
月
の
津
波
警
報
発
令
時
の
対
応
は

今
後
は
、
浸
水
想
定
区
域
に
避
難
指
示
を
発
令

女
性
目
線
の
防
災
対
策
ど
う
考
え
る

非
常
に
重
要
、
体
制
作
り
を
検
討
す
る

遠
えん

 藤
どう

 嘉
よし

 規
のり

 議員

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

プライバシー確保が難しく、着替えも出来ない避難所は、女性には過ごしづらい

（イメージ画像）（イメージ画像）

質
問　

大
規
模
災
害
に
備

え
、
女
性
目
線
の
対
策
は
極

め
て
重
要
と
感
じ
る
。
今
後

の
備
蓄
品
の
見
直
し
や
避
難

所
運
営
に
お
い
て
、
女
性
の

意
見
を
積
極
的
に
反
映
さ
せ

る
体
制
や
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
女
性
目
線
の
防
災
対

策
は
非
常
に
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
防
災
課
に
女
性
職

員
が
在
籍
し
た
際
に
は
、
粉

ミ
ル
ク
な
ど
女
性
視
点
の
備

蓄
品
が
他
市
町
よ
り
充
実
し

て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
女
性
職
員
を
配
置

す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
備
蓄
品
や
避
難
所
対
応

に
お
い
て
は
、
女
性
だ
か
ら

こ
そ
気
付
く
視
点
が
あ
り
、

今
後
は
そ
う
し
た
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
女
性
目
線
で

の
防
災
体
制
づ
く
り
も
検
討

し
て
い
く
。

質
問　
災
害
時
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
女
性

人
材
が
不
可
欠
だ
と
考
え

る
。
町
の
考
え
は
。

町
長　
町
本
部
要
員
で
あ
る

役
場
女
性
職
員
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
災
害
対
応
や
防
災
計
画

を
女
性
目
線
で
再
検
討
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

質
問　
７
月
30
日
の
津
波
警

報
発
令
時
の
課
題
と
し
て
、

全
国
で
は
熱
中
症
搬
送
、
外

国
人
対
応
の
困
難
、
公
共
交

通
停
止
に
よ
る
帰
宅
困
難
が

報
告
さ
れ
た
。
河
津
町
で
は

避
難
所
で
の
暑
熱
対
策
や
外

国
人
観
光
客
対
応
、
帰
宅
困

難
者
へ
の
支
援
、
避
難
所
で

の
情
報
提
供
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
か
。
今
後
の
改
善
点

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
今
回
の
対
応
は
一
定

の
成
果
を
得
た
が
課
題
も
多

い
。
今
回
は
避
難
指
示
を
出

さ
な
か
っ
た
が
、今
後
は
津
波

警
報
発
令
時
点
で
浸
水
想
定

区
域
に
避
難
指
示
を
発
令
す

る
。
観
光
客
や
交
通
機
関
運

行
停
止
へ
の
対
応
で
は
、
商

工
会
や
観
光
事
業
者
、
交
通

事
業
者
と
の
協
議
・
広
域
連

携
の
必
要
性
を
認
識
し
た
。

防
災
課
長　
避
難
所
は
エ
ア

コ
ン
や
飲
料
水
で
暑
熱
対
策

を
実
施
。
外
国
人
に
は
翻
訳

ア
プ
リ
で
対
応
し
、
帰
宅
困

難
者
13
名
を
職
員
が
送
迎
し

た
。
多
言
語
対
応
装
置
は
費

用
対
効
果
を
検
討
し
導
入
を

検
証
。避
難
所
へ
の
テ
レ
ビ・

ラ
ジ
オ
設
置
な
ど
情
報
提
供

手
段
も
整
備
し
た
い
。
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渡
わた

 邊
なべ

 昌
まさ

 昭
あき

 議員

質
問

答
え
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
は

啓
発
と
公
共
交
通
の
確
保
に
努
め
る

質
問　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
以
前
は
交
通
安
全
教

室
等
が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、

近
年
道
路
交
通
法
も
何
度
か

改
正
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

周
知
の
機
会
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ど
の
よ
う
な
安
全
講

習
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

防
災
課
長　
高
齢
者
向
け
の

交
通
安
全
教
室
の
町
単
独
で

は
開
催
は
な
い
。
交
通
安
全

協
会
と
毎
年
町
内
の
１
地
区

を
選
定
し
、
高
齢
者
単
独
世

帯
を
中
心
に
訪
問
で
の
交
通

安
全
の
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
度
は
見
高
地
区
を

中
心
に
60
件
訪
問
し
た
。
引

き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

質
問　
高
齢
に
な
り
身
体
・

視
力
・
反
射
神
経
な
ど
の
機

能
が
衰
え
、
若
い
時
の
よ
う

な
運
転
が
困
難
な
方
が
い
る

が
、
買
い
物
や
、
通
院
に
不

便
な
た
め
免
許
返
納
に
踏
み

切
れ
な
い
方
が
い
る
。
免
許

返
納
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
の
か
。

町
長　
町
内
で
は
30
人
く
ら

い
の
方
が
返
納
さ
れ
て
い

る
。
公
共
交
通
機
関
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

質
問

答
え
農
業
人
口
の
減
少
対
策
は

各
種
農
業
支
援
団
体
と
協
力
し
支
援
す
る

質
問　
農
業
者
が
減
少
し
て

い
る
。
町
長
は
そ
の
原
因
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

施
策
を
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
問
題
が
あ
る
。
私
は
専
業

農
家
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
の

が
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

産
業
振
興
課
長　
青
年
就
農

給
付
金
制
度
や
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊

豆
や
県
農
林
事
務
所
、
農
業

振
興
公
社
等
の
関
係
機
関
と

協
力
し
て
支
援
し
て
い
る
。

質
問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

も
農
業
に
根
付
か
な
い
が
、

各
種
の
農
業
へ
農
繁
期
に
派

遣
し
、
体
験
す
れ
ば
自
分
に

適
し
た
農
業
を
見
つ
け
ら
れ

る
し
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
は
で
き
な
い
か
。

さ
ら
に
未
来
に
向
け
、
情
報

の
発
信
や
農
業
の
法
人
化
の

指
導
は
な
い
か
。

町
長　
協
力
隊
員
や
民
間
事

業
者
、町
民
の
協
力
を
得
て
、

ア
ボ
カ
ド
や
ア
マ
チ
ャ
の
協

議
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
、

他
の
加
工
品
も
好
評
。

産
業
振
興
課
長　
東
日
本
一

の
ア
ボ
カ
ド
露
地
栽
培
生
産

地
を
目
指
す
。

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

H18

H20

H25

H30

R5

河津町農業経営振興会会員数（夫婦、後継者数を含む）
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
す
め
る
に
は

助
け
合
い
精
神
の
学
び
の
場
は
多
い

親
亡
き
後
の
障
害
者
の
生
活
へ
の
公
助
は　

横
断
的
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
可
能

河津町議会だより 第107号 令和 7 年10月15日

北
きた

 島
じま

 正
まさ

 男
お

 議員

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

第５次賀茂地域障害者計画の一般アンケート

障害のある人に対して 65.1％が関心はあるが、福祉ボラ
ンティアは、したくない人の割合が高い。また、障害の
ある人にとって、住みやすい町づくりには、福祉教育と
広報活動が重要と思っている人が多い。

Ｑ、福祉関係のボランティアをしたいか
Ａ、ぜひ活動したい・できれば活動したい 38.4％
　　まったくしたくない・あまり活動したくない 51.1％

Ｑ、障害のある人にとって、住みよい町を作るためには
Ａ、障害がある人の理解のため、福祉教育や広報活動が
　　34.6％で、最も割合が高い。

質
問　
第
５
次
賀
茂
地
域
障

害
者
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
い
と
思
う
か
」
の
問

い
に
対
し
、「
し
た
い
」
よ

り
「
し
た
く
な
い
」
が
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
賀
茂
地

区
の
調
査
な
の
で
、
河
津
町

だ
け
で
質
問
し
た
ら
、
そ
う

は
な
ら
な
い
と
信
じ
た
い
。

河
津
町
で
は
、
社
会
的
弱
者

に
対
す
る
福
祉
的
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
多
く
あ
り
、

「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
く
な
い
」
が
増
え
れ
ば
現

活
動
は
衰
退
す
る
。
教
育
現

場
で
の
福
祉
関
連
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
。　

町
長　
他
人
事
で
は
な
く
自

分
事
と
と
ら
え
多
く
の
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
て
く

れ
る
と
よ
い
。

教
育
長　
助
け
合
い
の
精
神

を
重
視
し
た
学
び
の
場
は
多

く
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
や
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
の
学

習
の
他
、
福
祉
の
発
見
セ
ミ

ナ
ー
の
受
講
や
、
町
内
福
祉

施
設
で
の
体
験
学
習
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
協
力
も
得
な

が
ら
多
く
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
あ
る
。

質
問　
民
生
委
員
児
童
委
員

の
活
動
が
全
国
表
彰
を
受
け

た
。
社
会
福
祉
協
議
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に

様
々
な
活
動
や
支
援
に
参
加

し
「
障
害
者
社
会
学
級
」
の

活
動
を
通
じ
「
親
亡
き
後
に

安
心
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
」
に
努
め
た
。
ど
の
活
動

も
自
助
促
進
や
共
助
の
支
援

活
動
で
あ
る
が
、
河
津
町
の

公
助
の
取
り
組
み
や
施
策
の

今
後
計
画
な
ど
の
考
え
は
。

福
祉
介
護
課
長　
公
助
と
し

て
、
今
後
も
社
会
福
祉
協
議

会
と
共
に
包
括
的
に
活
動
と

連
動
し
て
い
き
た
い
。

親
亡
き
後
の
障
害
者
の
生
活

に
つ
い
て
は
、
施
設
・
通

所
・
相
談
・
支
援
と
様
々
な

制
度
が
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
は

充
実
し
て
い
る
。
役
場
や
教

育
委
員
会
な
ど
一
体
的
で
横

断
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と

考
え
、
そ
の
下
支
え
と
し
て

民
生
児
童
委
員
の
活
動
に
よ

り
成
り
立
つ
と
考
え
る
。

他・
賀
茂
地
区
障
害
者
計
画
に

関
し
て

・
町
の
課
題
解
決
の
た
め
職

員
横
断
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

組
む
必
要
性
は　
　
　
２
件
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●
運
行
日
程

令
和
７
年
９
月
27
日
～

10
月
10
日

※
９
月
27
日
～
10
月
5
日
は

が
ん
バ
ル
開
催
期
間

●
予
約
時
間

16
時
30
分
～
21
時
45
分

●
運
行
時
間

17
時
30
分
～
22
時
30
分

●
運
行
体
制

乗
務
員
２
名
（
ド
ラ
イ
バ
ー

＋
補
助
員
）

※
乗
務
員
は

商
工
会
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部

会
・
商
工
会
理
事
・
観
光
協

会
理
事
・
議
員
有
志

●
利
用
用
途

通
学
・
買
い
物
・
飲
食
等
制

限
な
し

●
料
金

５
キ
ロ
未
満　
　
５
０
０
円

５
キ
ロ
以
上　
１
０
０
０
円

町
内（
１
グ
ル
ー
プ
１
行
程
）

●
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

夜
間
交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

調
査

●
広
報
周
知

回
覧
板
・
町
公
式LIN

E

・　
　

河
津
有
線
テ
レ
ビ
・
新
聞
折

り
込
み

７
月
７
日
・
８
月
25
日
開
催

　
第
１
常
任
委
員
会
と
河
津

町
商
工
会
観
光
サ
ー
ビ
ス
業

部
会
、
河
津
町
観
光
協
会
で

進
め
て
い
る
、
第
２
弾
「
河

津
ザ
ク
ラ
イ
ド
」
の
実
証
実

験
を
、
９
月
27
日
か
ら
10
月

10
日
ま
で
運
行
を
す
る
た

め
、
全
自
連
、
県
地
域
交
通

課
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
運

行
料
金
の
考
え
方
や
、
安
全

運
転
講
習
等
、
運
行
に
つ
い

て
の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

　
「
河
津
ザ
ク
ラ
イ
ド
」
は
、

17
時
以
降
タ
ク
シ
ー
運
行
が

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

改
善
と
夜
の
地
域
産
業
活
性

化
、
夜
間
移
動
を
補
完
す
る

べ
く
、
夜
間
交
通
の
必
要
性

を
こ
の
実
証
実
験
を
通
じ

デ
ー
タ
集
積
と
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
夜
間
交
通

の
検
証
を
し
て
い
く
。

第
２
常
任
委
員
会

広
報
常
任
委
員
会

主
な
活
動
内
容

７
月
８
日

　
活
動
テ
ー
マ
に
つ
い
て

７
月
16
日

　

�

第
１
回
河
津
町
青
少
年
問

題
協
議
会　
委
員
長
出
席

７
月
22
日

８
月
26
日

　

�

視
察
研
修
報
告
会
に
つ
い

て
協
議

９
月
12
日

　

�

町
内
各
種
団
体
へ
の
視
察

研
修
報
告
会
開
催
に
つ
い

て
議
会
へ
周
知

＊�

視
察
研
修
に
つ
い
て
は
次

ペ
ー
ジ
に
掲
載

第
１
常
任
委
員
会

７
月
29
日
・
８
月
４
日

全
自
連
（
全
国
自
治
体
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
連
絡
協
議
会
）、県

地
域
交
通
課
、
商
工
会
事
務

局
、
第
１
常
任
委
員
長
が
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
を
行
っ
た
。

6
月
20
日

7
月
1
日

7
月
8
日

　
委
員
会
を
開
催
し
、
議
会

だ
よ
り
１
０
６
号
の
作
成
・

発
行
を
行
っ
た
。

　

３
月
に
開
催
さ
れ
た「
河

津
寄
っ
て
軽
ト
ラ
市
」で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
を
実
施
。

　
６
月
に
は
昨
年
に
引
き
続

き
３
年
後
に
選
挙
権
を
持
つ

中
学
３
年
生
に
議
会
だ
よ
り

を
読
ん
で
い
た
だ
き
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考

に
し
、
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。
今
後
も
各
種
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

8
月
28
日

　
委
員
会
を
開
催
し
、
議
会

だ
よ
り
１
０
７
号
の
編
集
会

議
を
行
っ
た
。

誰
も
が
利
用
で
き
る

第
２
弾
「
共
助
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
」
実
証
実
験
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○
七
尾
市
（
和
倉
温
泉
）

・�

和
倉
温
泉
旅
館
組
合
事
務

局
長
か
ら
震
災
当
日
の
宿

泊
客
・
地
元
民
の
避
難
誘

導
を
実
施
し
、
翌
日
に
は

宿
泊
客
を
旅
館
送
迎
車
で

金
沢
駅
ま
で
搬
送
し
た
等

の
当
時
の
対
応
を
聴
取
し

た
・�

旅
館
被
害
20
軒
中
、
復
旧

は
５
軒
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
工
事
関
係
者
に
素
泊
ま

り
を
提
供 能

登
半
島
被
災
地
視
察

　
河
津
町
の
防
災
・
復
興
対

策
に
活
か
す
た
め
、
令
和
７

年
６
月
９
日
～
11
日
に
石
川

県
七
尾
市
・
輪
島
市
・
珠
洲

市
を
視
察
し
た
。

○
輪
島
市

・�

火
災
の
あ
っ
た
輪
島
朝
市

会
場
は
撤
去
さ
れ
て
い
る

も
の
の
周
辺
で
は
い
ま
だ

倒
壊
し
た
建
物
が
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
た

○
珠
洲
市

　
復
興
支
援
ツ
ア
ー
に
よ
り

被
災
地
の
状
況
を
視
察
し

た
。

・�

観
光
地
で
あ
る
見
附
島
で

津
波
被
害
を
視
察

・�

国
道
２
４
９
号
や
海
岸
部

道
路
が
通
行
不
能
と
な

り
、
海
岸
隆
起
部
に
新
設

さ
れ
た
仮
設
の
道
路
を
視

察

・�

石
川
モ
デ
ル
の
仮
設
住
宅

を
見
学
。
仮
設
住
宅
の
あ

と
は
市
営
住
宅
と
し
て
活

用
予
定

・�

プ
レ
ハ
ブ
型
１
５
３
戸
の

仮
設
住
宅
を
視
察
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重
視
し
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
た

●
各
方
面
で
の
課
題
が
残
る

こ
と
が
判
明
す
る
と
と
も
に

迅
速
な
国
・
県
の
支
援
、
地

元
住
民
主
体
の
活
動
や
平
時

か
ら
の
訓
練
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
、
議
員
、
行
政
の
行
動
指

針
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
、
こ
の
貴
重
な
視
察

を
町
内
に
広
報
し
、
防
災
対

策
に
応
用
し
て
い
く
と
と
も

に
、
防
災
士
会
・
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
、
消
防
団
等
に

発
信
し
て
い
く
。

・�

避
難
所
と
な
っ
た
学
校
視

察
。移
動
型
仮
設
ト
イ
レ
、

炊
き
出
し
運
営
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
に
つ
い
て
聴
取

・
能
登
瓦
の
回
収
と
再
利
用

・�

災
害
廃
棄
物
の
処
分
場
の

視
察
。
東
京
ド
ー
ム
２
個

分
の
敷
地
に
国
、
県
の
連

携
で
素
材
別
に
搬
入

解体中のホテル

災害廃棄物処分場

仮設エリアの集会施設
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あなたの意見を町政に！
＊

＊

＊

＊
議 会
革改

あなたのその想い、胸の中にしまっておくだけではもったいない。
あなたが議員になって、まちの未来を直接つくっていく。

そんな選択肢、考えてみませんか？

そんなことはありません。議会には、会社員、自営業、主婦、若者、
子育て世代、シニア世代…多様な視点が必要です。

あなたの当たり前の毎日の中にこそ、まちを動かすヒントが隠されています。
議員になって、まちの未来を直接つくっていく。そんな選択肢、

考えてみませんか？

子どもたちの
未来のために、
今できることは

何だろう？

この町が、
もっとこうなったら

いいのに…

自分なんて、特別な
経歴もないし…

政治の世界は
難しそう…

町議会議員選挙に立候補するには

未来への扉を開く準備を始めましょう！未来への扉を開く準備を始めましょう！未来への扉を開く準備を始めましょう！未来への扉を開く準備を始めましょう！
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どんな準備が
必要なんだろう？

お金がかかるんじゃ
ない？

　
立
候
補
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
（
被
選
挙
権
）
が
あ
る
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
町
議
会
議
員
選
挙
の
被
選
挙
権
は
、
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

年
齢
要
件

　
日
本
国
民
で
あ
り
、
選
挙
の
投
票
日
時
点
で
満
25
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

住
所
要
件

　
河
津
町
内
に
、
引
き
続
き
３
ヶ
月
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
法
的
に
は
誰
で
も
立
候
補
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

※
法
的
以
外
で
一
番
重
要
な
こ
と
と
し
て

　
選
挙
活
動
は
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
を
伴
い
ま
す
。

　
家
族
や
職
場
の
理
解
と
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

選
挙
運
動
に
は
一
定
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
供
託
金
、
ポ
ス
タ
ー
・
ビ
ラ

の
印
刷
代
、
人
件
費
、
選
挙
事
務
所
の
賃
料
な
ど
、
必
要
な
資
金
を
計
画
的

に
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
須　
供
託
金　
15
万
円

個
人
判
断
で
発
生
す
る
費
用
（
公
費
負
担
有
）

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
製
費
・
ビ
ラ
印
刷
費
、
選
挙
運
動
用
車
両

個
人
判
断
で
発
生
す
る
費
用

選
挙
事
務
所
の
賃
料
、
車
上
運
動
員
（
ウ
グ
イ
ス
）
費
等

次号議会だよりでは議員の年間活動内容などを掲載しますので参考にしてください。

６
月
９
日
～
11
日

石
川
県
七
尾
市
・
輪
島
市
・
珠
洲
市

視
察
（
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

７
月
11
日

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡

「��

Ａ
Ｉ
、
自
動
運
転
、
医
療
Ｄ
Ｘ
︱

　

�

現
代
の
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、

産
業
や
社
会
を
ど
う
変
え
て
い
く

か
」

渡 邉 　 弘  議長

議
会
の
う
ご
き

Facebook
QRコード

Instagram
QRコード

議
員
視
察
研
修

静
岡
県
市
町
議
会
議
員
研
修
会
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東
河
環
境
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
６
月
18
日

●
臨
時
会

　

東
河
環
境
セ
ン
タ
ー
で

は
、
２
年
ご
と
に
管
理
者
の

交
代
が
行
わ
れ
、
令
和
７
年

度
か
ら
管
理
者
が
東
伊
豆
町

長
か
ら
河
津
町
長
へ
交
代
し

た
こ
と
に
伴
い
、
正
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
た
。

・
議
長　
　
　
西
塚　
孝
男

（
東
伊
豆
町
）

・
副
議
長　
　
稲
葉　
静

（
河
津
町
）

下
田
地
区
消
防
組
合

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
―

伊
豆
斎
場
組
合

一

部

事

務

組

合

契約した救急車と電動ストレッチャー

令
和
７
年
８
月
27
日

●
定
例
会

令
和
６
年
度
決
算

　

�

５
１
３
６
万
９
千
円

加
入
団
体
負
担
金

　
�

３
５
３
８
万
１
千
円

下
田
市
１
４
０
２
万
１
千
円

東
伊
豆
町
８
７
６
万
１
千
円

河
津
町　
５
９
９
万
１
千
円

南
伊
豆
町
６
６
０
万
８
千
円

令
和
６
年
度
火
葬
件
数

　

�

１
０
９
９
件

下
田
市　
　

�

４
６
６
件

東
伊
豆
町　

�

２
９
０
件

河
津
町　
　

�

１
５
３
件

南
伊
豆
町　

�

１
９
０
件

※
参
考

令
和
５
年
度
火
葬
件
数

　

�

１
０
０
２
件

　

�

令
和
６
年
度
は
前
年
度
比

較
で
97
件
（
９
．６
％
）

増
と
な
っ
た
。

令
和
７
年
８
月
20
日

●
定
例
会

・�

令
和
６
年
度
会
計
決
算
認

定
・
監
査
委
員
の
選
任

　
渡
邊　
昌
昭
（
河
津
町
）

・�

高
規
格
救
急
自
動
車
購
入

契
約
締
結
（
電
動
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
架
装
）

・�

令
和
７
年
度
会
計
補
正
予

算
他
が
審
議
可
決
さ
れ

た
。

・
事
業
報
告

令
和
７
年
２
月
１
日
～

　
　
　
同
年
７
月
31
日

火
災　
建
物�

８
件

　
　
　

�

（
河
津
町
１
件
）

　
　
　
車
両
火
災�

１
件

　
　
　
船
舶
火
災�

２
件

　
　
　
そ
の
他�

５
件

救
助　

�

29
件
19
人

救
急　

�

２
０
２
５
件

　
　

�

１
７
６
８
人

　

�　
（
河
津
町　
２
３
２
人
）

令
和
７
年
８
月
20
日

●
定
例
会

　
病
院
事
業
会
計
と
介
護
老

人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

の
各
令
和
６
年
度
の
決
算
、

令
和
７
年
度
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
な
ど
６
議
案
と
、

議
員
発
議
の
同
セ
ン
タ
ー
将

来
構
想
調
査
特
別
委
員
会
設

置
を
可
決
し
た
。

　
会
議
冒
頭
、
慣
例
で
２
年

交
代
と
な
っ
て
い
る
正
副
議

長
の
改
選
が
あ
っ
た
。

　
今
決
算
の
主
な
も
の
と
し

て
、
旧
共
立
湊
病
院
解
体
工

事
で
損
失
が
膨
ら
ん
で
い

る
。

　
河
津
町
負
担
分
は
解
体
工

事
分
を
含
み
１
２
３
８
万
９

２
６
７
円
で
あ
っ
た
。

通
信
指
令

　
　
１
１
９
番
受
信

　

�

　
　
　
　
２
５
８
５
件

　
　
（
誤
報
等　
８
４
２
件
）

議
員
研
修
会

　
定
例
会
終
了
後
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。
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読者アンケート読者アンケート読者アンケート読者アンケート締め切り

11月末日必着
　読者の皆様のご意見を紙面に反映したく、下記のアンケートにぜひご協力ください。
　各質問の回答をご記入の上、ＦＡＸ又はメール、郵送（封筒）にて河津町議会事務局宛にお送り
ください。または、下記ＱＲコードから、ＷＥＢ回答できます。

スマホで簡単に
アンケート回答
ができます

●  送付先：〒 413−0595  静岡県賀茂郡河津町田中212−2　
　　　　　　　　　　　　河津町役場 議会事務局
　　　　　　　　　　　　※切手代などは各自ご負担願います。

Ｑ１　「興味を引いた」あるいは「役に立った」記事は？

Ｑ２　「議会だより」の記事で目を通したものは？（□にレ点をつけてください。
複数回答可）
□ P . 2 〜 P . 4　決算審査特別委員会
□ P . 5　定例会
□ P . 6 〜 P . 9　町政を問う（一般質問）
□ P . 10　常任委員会

Ｑ３　議会だよりに対する満足度は、どのくらいですか？（□にレ点をつけてく
ださい。）

Ｑ４　議会だよりの記事への感想、取り上げてほしいテーマなどがあればご記入
ください。

□１．大変満足　　□２．まあまあ満足　　□３．もう少し　　□４．不満

アンケート回答者の中から抽選で、５名様に「踊り子温泉会館
入浴券」を差し上げます。
なお、当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
お名前（任意）
ご住所（任意）
連絡先（任意）

無記名でも回答いただけます。ただし、プレゼントの対象にはなりません。

抽選で５名様に
「踊り子温泉会館入浴券」
           プレゼント !!
お寄せいただきましたご意見・ご感想は、議会だよりで紹介及び議員内で共有させていただく場合があります。また取材や
原稿依頼等をさせていただく場合は、広報常任委員会から改めて連絡いたします。回答いただいた個人情報は、ご本人の許
可なく外部に提供することはありません。　　　　� 　　　　　　　 議会事務局　TEL0558−34−1957

FAX番号 0558−34−1405
E-mail:gikai@town.kawazu.lg.jp

□ P . 11　議員視察
□ P . 12 〜 P . 13　議会改革特別委員会
　　　　　　　　　 議会のうごき
□ P . 14　一部事務組合
□ P . 16　私の一言・編集後記

議会だより第107号議会だより第107号
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　河津桜のピンクをイメージした Tシャツがユニ
フォームのチアダンスチームGO KAWAZUをご
覧になったことはありますか？
　私は、チームの最年長メンバーとして活動２年
目を迎えました。地元のお祭りやイベントに出演
し、子どもから大人まで幅広い世代の方々に笑顔
とパワーを届けています。元気いっぱいの小中高
生による華やかなパフォーマンスは、集まってく
ださった方々に喜んでもらい、町全体の活性化に
も繋がっていると思います。私もチアダンスを通
じて大好きな河津町を盛り上げることができてと
ても嬉しいです。これからも感謝の気持ちを込め
て、河津町を全力で応援していきます。

「
町
を
盛
り
上
げ
る

　
　
　
　
チ
ア
ダ
ン
ス
」

G
O
 KAW

AZU

メ
ン
バ
ー�

松
本　
栞か

ん

那な

　GO KAWAZUは「河津町を盛り上げる！」を
合言葉に2024年に発足した地域応援プロジェク
トです。BDAの鈴木幸絵氏を講師に、町内の小学
４年生から高校生の約 20名がチアダンスで河津
町を元気にチアアップしています。今年度は天城
アタックや河津万博、河津総踊り等に出演しまし
た。元気に笑顔で踊ると見ている人も思わず笑顔
になりますね！
　メンバーにはチアダンスを通してチアスピリッ
ト（人々を応援し元気づける /何事にも前向きに
取り組む /思いやりの心を持ち社会に貢献する）
を学び、素敵な河津人になってほしいと思ってい
ます。町民の皆様にチアスピリットを届け、魅力
あふれる河津町の一助になれるようチーム一同頑
張ります！

「Let’s cheer up!

」

G
O
 KAW

AZU

の
会
代
表

山
田　
萌も

絵え

〜私の一言〜〜私の一言〜

発行：河津町議会　編集：広報常任委員会　〒 413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2　☎ 0558（34）1957　gikai@town.kawazu.lg.jp

議 会 傍 聴 歓 迎 し て お り ま す 。

　
今
回
の
編
集
で
は
、
表

紙
の
写
真
、
私
の
一
言
の

担
当
を
し
た
。
そ
の
な
か

で
、G

O
 KAW

AZU

の

お
二
人
か
ら
「
私
の
一

言
」
を
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　

お
二
人
と
も
チ
ア
ダ
ン
ス

で
、
地
域
貢
献
、
地
域
へ

の
感
謝
、
河
津
愛
が
も
の

す
ご
く
伝
わ
る
。
チ
ア
を

通
じ
指
導
者
、
メ
ン
バ
ー

が
同
じ
目
標
「
河
津
を
盛

り
上
げ
る
」
に
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
り
同
じ
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
姿
が
素

晴
ら
し
い
。
こ
れ
か
ら

のG
O

　

KAW
AZU

の

チ
ー
ム
力
と
活
躍
に
期
待

と
楽
し
み
し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
（
大
川
）

編
集
後
記

次
回
定
例
会
は
12
月
開
催

予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
渡
邊
昌
昭

　
副
委
員
長　
正
木
誠
司

　
委　
　
員　
北
島
正
男

　
　

〃　
　
大
川
良
樹　

　
　

〃　
　
桑
原　
猛


